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1．はじめに
群馬県は、関東地方の北西部に位置し、新潟県
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に源を発する流域面積が日本一の
「坂東太郎 利根川」が県の中央を流れています。
利根川やその支川の上流部には、多くのダムが建
設され首都圏を洪水から守るとともに、首都圏の
水瓶として人々の貴重な生活用水等を賄うなど、
水源県としても重要な役割を担っております。
その中の１つとして計画された「八ッ場ダム」

は、計画されてからすでに60年以上たっておりま
すが、ようやくダム本体工事の入札契約手続きが
開始されました。地元住民のみなさんのためにも、
ダム本体や生活再建事業を一日も早く完成させて
いただきたいと思っております。
また、６月には「富岡製糸場と絹産業遺産群」

の世界遺産登録が期待されており、登録決定に向
けて万全を期すとともに、県民の誇りであるこの
貴重な遺産を国内外に向けて積極的に発信し、観
光や地域振興に生かす取組みを行っております。
群馬県は、古来より西日本と東日本を結ぶ交通

の要衝にありましたが、現代においても重要な結

節点として交通網の整備が進んでいます。平成23
年３月には北関東自動車道が全線開通し、関越自
動車道や上信越自動車道と併せ高速道路の十字軸
が完成しました。これにより、日本海から太平洋、
東北から中京・関西を結ぶ高速道路網の結節点・
物流拠点としての大きな役割を担うことができる
ようになりました。また、平成27年の春に北陸新
幹線が金沢まで延伸されることにより、本県の拠
点性や利便性はさらに高まります。

2．「はばたけ群馬・県土整備プラン」
群馬県では、平成20年３月に、群馬県の社会資
本整備の10年間の計画として「はばたけ群馬・県
土整備プラン 2008－2017」を策定し、県内の高
速交通ネットワークを効率的、効果的に活用する
ための「７つの交通軸構想」による道路整備をは
じめ、計画的に社会資本の整備に取り組んで参り
ました。その結果、平成24年の工場立地面積が全
国１位に、また平成25年上期の工場立地件数は全
国２位になるなど、県内産業の集積や雇用の促進
に効果を上げております。
また、平成24年度には、プランが中間年を迎え
たことから、本県のさらなる発展を目指し平成25
年度を初年度とする今後10年間の新たな計画とし
て「はばたけ群馬・県土整備プラン 2013－
2022」を策定しました。新プランでは、「７つの
交通軸構想」の整備促進のほか、東日本大震災を
教訓とした防災対策や、進展する人口減少・超高
齢化社会におけるまちづくりビジョンを示すとも
に、社会資本の長寿命化による維持管理・更新コ
ストの削減や新規建設コストの削減にも取り組む
こととしております。さらに、地域の将来像を示

群馬県の社会資本の戦略的な維持管理・更新
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し地域活性化の取組みに役立ててもらうため、地
域別に具体的な事業の進捗や事業の完成年度を明
記しました。
群馬県では、この新たな県土整備プランに基づ
き、県民のみなさんの利便性向上はもとより、本
県経済の活性化や観光振興に向けた社会資本整備
の推進を図ることとしています。

3．群馬県の社会資本の維持管理・更新
平成24年度に策定した県土整備プランは、社会
資本の長寿命化を重視していますが、これは群馬
県においても高度経済成長期に整備された大量の
社会資本ストックが一斉に更新時期を迎え、これ
に伴う更新費や修繕費の急増が懸念される状況に
至ったことによるものです。
こうした維持管理・更新費の縮減と予算の平準
化を図るための方法や手順を定めた「長寿命化計
画」は、これまで橋梁・県営住宅・舗装・トンネ
ル・河川構造物・都市公園・下水道の７つの施設
について策定しており、本年度においてもLED
による道路照明の長寿命化計画を策定するととも
に、防護柵、標識・情報板、カルバート工等につ
いても維持修繕計画を策定し、第三者被害防止の
ための計画的な維持管理を行うこととしています。
また、市町村においても県と同様、社会資本ス
トックの老朽化が大きな課題となっており、早急
に対策を講じる必要があります。しかし、県内の
市町村においては、技術職員の不足や不在により、
道路ストックの点検や橋梁長寿命化計画に基づく
点検を行うことが難しい状況にあり、群馬県では
平成25年度から支援を希望する市町村に対し、「公
益財団法人 群馬県建設技術センター」を活用し

た支援を行っています。平成25年度に支援した市
町村数は、県内35市町村のうち26市町村となって
おり、市町村職員の負担軽減が図られるとともに、
点検及び維持修繕計画における市町村間の技術水
準の平準化にもつながります。

4．おわりに
群馬県は、東京から100㎞圏に位置し、尾瀬・
日光など３つの国立公園をはじめとした観光地や、
草津温泉・伊香保温泉・四万温泉・水上温泉など
全国的にも有名な温泉地が数多くあります。また、
高原キャベツやこんにゃく、下仁田ネギをはじめ
全国に名の知られた特産品や、日本三大うどんの
１つである水沢うどんや焼きまんじゅうなど、お
いしいものが数多くあります。
高速交通網や新幹線等が整備された交通の便の

よい群馬県に是非一度足を運んでいただき、そし
て群馬県を満喫していただきたいと思います。
多くの県民に親しまれている「上毛かるた」で

は、「鶴舞う形の群馬県」と謳われています。
大きくはばたく群馬県に是非お越しください。

群馬県のマスコット
「ぐんまちゃん」


